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リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
脂
質
ナ
ノ
粒
子
製
剤
「
ワ
ク
チ
ン
」
接
種
後
の
健
康
被
害
の
実
態
と

Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
に
対
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
補
充
療
養
指
導
に
つ
い
て

「
リ
ス
ク
と
利
益
」
科
学
的
な
検
証
が
必
要

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
８
月
17
日
、
協
会
会
議

室
で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
「
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

脂
質
ナ
ノ
粒
子
製
剤
『
ワ
ク
チ
ン
』
接
種
後
の
健

康
被
害
の
実
態
と
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
に
対
す
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
補
充
療
養
指
導
に
つ
い
て
」
を
開
催
。
福

島
雅
典
先
生
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
Ｌ
Ｈ
Ｓ
研

究
所
代
表
理
事
）
を
講
師
に
、
１
３
０
人
が
参
加

し
た
（
来
場
33
人
／
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
視
聴
97
人
）
。
司

会
を
務
め
た
半
田
伸
夫
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

8
月
17
日
お
盆
明
け
の
猛
暑
の
土
曜
日
に
、
上

記
研
究
会
に
参
加
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
福
島

雅
典
先
生
を
お
招
き
し
て
、
今
回
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー

19
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
脂
質
ナ
ノ
粒
子
製
剤
「
ワ
ク
チ
ン
」

接
種
後
の
健
康
被
害
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

先
生
は
、
が
ん
医
療
の
専
門
家
で
、
日
本
で
初

め
て
薬
剤
疫
学
講
座
を
開
い
た
方
だ
。
薬
剤
に
は

常
に
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
あ
り
、
と
も
す

れ
ば
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
ば
か
り
強
調
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
が
、
リ
ス
ク
を
正
確
に
評
価
し
て
お
か
な
い

と
い
け
な
い
と
啓
蒙
さ
れ
て
き
た
。
今
回
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
ー
19
予
防
に
対
し
て
、
従
来
使
用
さ
れ
た
こ

と
の
な
か
っ
た
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
脂
質
ナ
ノ
粒
子
製
剤

「
ワ
ク
チ
ン
」
が
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
適
応
は
、

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
緊
急
事
態
下
で
正
式
な

Ｇ
Ｃ
Ｐ
過
程
を
経
る
こ
と
な
く
日
本
国
民
の
約
８

割
に
接
種
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
何
が
起
こ
っ
た
の

か
を
科
学
と
し
て
検
証
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

「
科
学
者
は
事
実
を
事
実
と
し
て
認
め
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
に
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
の
思
い

込
み
を
入
れ
て
は
い
け
な
い
」
こ
と
を
強
調
さ
れ

た
。
２
１
２
２
件
の
死
亡
報
告
、
８
７
５
０
件
の

重
篤
者
、
３
万
６
５
５
６
件
の
副
作
用
が
厚
生
労

働
省
に
23
年
7
月
30
日
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
数
は
い
ま
ま
で
の
す
べ
て
の
ワ
ク
チ
ン
副
作

用
報
告
を
は
る
か
に
上
回
る
。
し
か
も
こ
の
数
は

氷
山
の
一
角
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

こ
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
は
体
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
に

入
り
込
み
、
異
常
な
免
疫
応
答
を
お
こ
す
可
能
性

が
あ
る
。
取
り
込
ま
れ
た
細
胞
は
ス
パ
イ
ク
蛋
白

を
発
現
す
る
。
高
知
大
学
の
佐
野
栄
紀
教
授
は
、

「
ワ
ク
チ
ン
」
接
種
後
長
期
に
皮
膚
細
胞
に
ス
パ

イ
ク
蛋
白
発
現
の
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
死
亡

例
は
こ
れ
ら
に
対
す
る
生
体
の
過
剰
な
免
疫
応
答

の
可
能
性
が
あ
り
、
心
筋
融
解
や
、
ヤ
コ
ブ
病
な

ど
重
篤
な
副
作
用
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
長
期
に
わ
た
り
発
現
す
る
ス
パ
イ
ク
蛋
白

に
よ
る
「
Ｓ
ｐ
ｉ
ｋ
ｅ
ｏ
ｐ
ａ
ｔ
ｈ
ｙ
」
と
も
言

え
る
病
態
を
引
き
起
こ
し
、
慢
性
疲
労
症
候
群

（
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）
の
原
因
と
も
な
る
。
さ
ら
に

Ｉ
ｇ
Ｇ
４
抗
体
関
連
疾
患
を
引
き
起
こ

し
、
発
が
ん
に
も
関
与
す
る
と
の
こ
と
。

実
際
日
本
で
は
20
年
か
ら
年
齢
性
別

調
整
後
の
超
過
死
亡
が
増
え
、
が
ん
死

亡
も
増
え
て
い
る
。
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ
で

は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足
が
言
わ
れ
て
い
て
、

「
ワ
ク
チ
ン
」
接
種
後
Ｍ
Ｅ
／
Ｃ
Ｆ
Ｓ

患
者
で
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
血
中
濃
度
が

低
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
を
補
充
す
る
こ
と
で
そ
の
症
状
の

改
善
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
教
え
て
い
た

だ
い
た
。
我
々
医
師
は
こ
の
出
来
事
に

真
剣
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
と
再
認

識
し
た
。

【
西
宮
市
・
半
田
医
院

半
田
伸
夫
】

福島先生がｍRNAワクチンが原因とされる

有害事象を解説

参加者は熱心に耳を傾け質問も相次いだ

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
８
月
23
日(

金)

に
西
宮

医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
７
人
が
参
加

し
た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

①
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

②
医
療
Ｄ
Ｘ
、
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

【
Ⅱ
．
予
定
・
企
画
】

①
第
44
回
支
部
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会

（
10
・
19
）

②
阪
神
淡
路
大
震
災
30
年
の
つ
ど
い

（
25
・
１
・
18
）

【
Ⅲ
．
報
告
】

①
第
16
回
被
災
地
交
流
／
物
品
・
物
産
展

（
７
・
27
）

②
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
（
８
・
17
）

【
Ⅴ
．
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
国
際
部
・
市
民
公
開
講
演
会
（
８
・
３
）

②
国
際
部
・
韓
国
視
察
ツ
ア
ー
（
8
・
11
～
13
）

③
第
39
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
９
・
22
～
23
）

④
第
33
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
・
27
）

世
話
人
会
だ
よ
り

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
９
月
27
日
（金
）に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
参
加
者
の
感
想
】

・
ウ
イ
ル
ス
の
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
の
遺
伝

情
報
を
含
む
ｍ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
を
注
入
し

合
成
さ
れ
た
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
に
つ
い
て

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
「
ス
パ
イ
ク
オ

パ
シ
ー
」
な
ど
体
内
の
臓
器
に
及
ぼ
す
影
響
も

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
福
島
先
生
の
記
事
な
ど
は
何
回
か
読
み
ま
し

た
が
、
本
日
直
接
講
演
を
拝
聴
し
て
感
動
い
た

し
ま
し
た
。
そ
し
て
先
生
の
よ
う
な
方
が
今
の

日
本
に
は
本
当
に
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

・
ａ
ｓ

ｉ
ｔ

ｉ
ｓ
で
あ
る
か
ど
う
か
、
リ
ア

ル
ワ
ー
ル
ド
で
あ
る
の
か
、
部
分
的
で
な
く
全

体
を
み
れ
て
い
る
か
、
常
に
自
分
の
思
考
の
元

と
し
て
い
き
た
い
。
本
質
を
見
抜
き
、
考
え
ら

れ
る
医
師
、
医
療
職
種
、
国
民
が
増
え
て
い
く

こ
と
に
希
望
を
持
つ
し
か
な
い
。

・
本
当
に
熱
い
思
い
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
で
納
得
で
き

ま
し
た
。
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
19
日
に
西
宮
医
療
会
館

で
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
＃
59
を
開
催
し

た
。
半
田
伸
夫
先
生
が
司
会
を
務
め
、
Ｒ
ｏ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｒ
ｏ
ｙ
先
生
が
「
視
力
障
碍
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、

９
人
が
参
加
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
藤
本
竜

太
郎
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

今
回
、
眼
科
編
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
う
立
場

で
、
第
59
回
の
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ

ｓ
ｈ
セ
ミ
ナ
ー
に
初
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
は
視
力
不
良
の
訴
え
か
ら
検
査
お
よ
び

診
察
を
経
て
白
内
障
と
診
断
さ
れ
、
手
術
前
後
の

点
眼
指
導
が
行
わ
れ
る
と
い
う
、
眼
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
の
一
般
的
な
英
会
話
を
テ
キ
ス
ト
に
落
と
し

込
ん
で
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
は
コ
ン
ロ
イ
先
生
と

の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
形
式
で
、
事
前
に
配
布
さ

れ
た
テ
キ
ス
ト
の
空
白
を
埋
め
な
が
ら
医
師
と
患

者
と
の
対
話
を
実
践
的
に
学
び
ま
し
た
。

コ
ン
ロ
イ
先
生
は
親
し
み
や
す
い
人
柄
で
、
初

参
加
の
私
で
も
緊
張
せ
ず
に
楽
し
く
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ら

で
は
の
自
然
な
表
現
や
、
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の

違
い
な
ど
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
密
度
の
濃
い
内

容
で
し
た
。

司
会
の
半
田
先
生
は
、
コ
ン
ロ
イ
先
生
の
英
語

を
流
暢
に
日
本
語
に
通
訳
し
な
が
ら
、
セ
ミ
ナ
ー

全
体
の
進
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
半
田
先
生
の
的
確
な
通
訳
に
よ
り
、
私
の

よ
う
に
英
語
力
に
乏
し
い
参
加
者
で
も
コ
ン
ロ
イ

先
生
の
話
さ
れ
る
内
容
を
十
分
に
理
解
し
、
学
習

に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ン
ロ
イ
先
生
と
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
が
終

わ
る
と
、
私
と
参
加
者
と
の
間
で
、
白
内
障
手
術

に
関
す
る
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
最
先
端
の

眼
内
レ
ン
ズ
の
こ
と
や
、
患
者
さ
ん
に
は
普
段
は

言
え
な
い
本
音
を
い
ろ
い
ろ
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
有
意
義
な
会
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。コ

ン
ロ
イ
先
生
が
話
し
て
い
る
英
語
が
意
外
と

わ
か
る
こ
と
に
我
な
が
ら
驚
き
、
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。
集
中
し
て
疲
れ
ま
し
た
が
、
楽
し
い
時
間

で
し
た
。
会
を
催
し
て
い
た
だ
い
た
担
当
者
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
西
宮
市
・
ふ
じ
も
と
眼
科

藤
本

竜
太
郎
】

英
語
で
診
療

M
e
d
ic
a
l
E
n
g
lis

h

＃
59
（感
想
文
）

敷
居
は
低
く
も
実
践
的
で
密
度
の
濃
い
研
究
会

兵庫県保険医協会 西宮 芦屋支部 第44回支部総会 市民公開講演会

「10の手口」に騙されないで
世界を変えるのは、あなた自身

～水俣病と原発災害への取り組みから見える日本～

と き

ところ

講師

10月19日(土) 14時開場 14時30分開演
西宮市立勤労会館大ホール
西宮市松原町2-37（JR西宮駅から約7分、阪神西宮駅から徒歩8分）

アイリーン・美緒子・スミス さん
（環境ジャーナリスト、環境 NGO「グリーン・アクション」代表）

■ アイリーン・美緒子・スミスさん

1950年、東京生まれ。68年スタンフォード大学入学、70年中退、83年コロンビ

ア大学で環境科学の修士号取得。71年、アメリカの報道写真家ユージン・スミ

スと来日、結婚。水俣病取材のため、水俣に3年間住む。75年写真集「MINAMATA」

の英語版をユージンと出版。80年「水俣」日本語版を出版（三一書房）、22年

に再出版(クレヴィス)。83年以来、福井県若狭湾の原発の安全性の問題に取り

組み、現在、脱原発、日本の原子力政策、プルトニウム利用問題に取り組む市

民グループ「グリーン・アクション」代表。有限会社アイリーン・アーカイブ

社長。環境ジャーナリスト。京都在住。

水俣病問題と東京電力福島第一原子力発電所事故の災害の教訓から私たちは何を学べるのでしょうか。

水俣病は日本の工業が起こした「最大の食中毒事件」と言われています。公式確認から68年が経つ今も、

救済を求める裁判は９件が係争中です。一方、政府は法律で義務づけられている疫学調査を未だ拒み、

行っていません。日本の専門家、司法、市民はいま何をしているのか。なぜ、水俣病の認定制度は半世

紀も遅れた医学知識に基づいているのか。

福島原発事故の災害では、水俣病と同様、なぜ当時の子どもたちが「311子ども甲状腺がん裁判」な

どに先頭に立って闘わなければならないのか。まったくの地震国でありながら原発が全国に行き渡る世

界唯一の国、日本ではなぜ、原発を廃止できないのか。大事故が起こった時の無数の避難元と避難先の

市町の人々、医療と福祉施設、専門家たちはなぜ憂慮を示さないのか。動かない日本の謎を読み解き、

様々な人々が行動を取れば、きっとできるはず。

後 援 西宮市、芦屋市、西宮市教育委員会、芦屋市教育委員会、神戸新聞社

会員の先生方は総会議事も合わせてご参加ください。

西宮 芦屋支部第44回総会
と き 10月19日(土) 14時

ところ 西宮市立勤労会館 ３階第５会議室

参加申込・お問い合わせは協会事務局（078-393-1840）伊地知・山田まで

アイリーンさんからのメッセージ

動画はこちら

https://youtu.be/hXvH-BGuq8w

Conroy先生がロールプレイを交え実践的に説明

白内障についての質問に答える藤本先生

・

・


